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はじめに

神奈川県立生命の星 ・地球博物館は， 1995年3

月，小田原市入生田に開館した自然史博物館であ

る。開館後，博物館近隣の入生田および早川周辺，

あるいは箱根をフィ jレドとした観察会など，地

域に密着した学習支援事業が開催されるようになっ

た。そのため，これら地域の自然史に関する基礎

的な資料の集積は，今後の事業展開においての重

要な課題である。ここでは，入生田の中でも，比

較的良好な森林植生が残されている吾性沢に沿っ

た地域の植物群落のうち，森林群落について報告

する。なお，本報告は，小田原市の 「緑の環境保

全地区」指定に関する基礎調査として実施したも

のの一部であるが，内容については改変した部分

もある。

調査地概況

調査地は，箱根古期外輪山の最東端に位置する

塔ノ峰（標高566.3m）の東側斜面に位置する（図 1-

A）。地形は，中央を流れる吾性沢の侵食により

急峻で，谷は深い。また，土壌の流失が激しい箇

所もみられる。一部には，人家（廃屋含）やミカン

畑（放棄畑含）がみられ，人為の影響も皆無でない

が，欝蒼としたスダジイを中心とした照葉樹林が

残存している。小田原の年平均気温は16.7℃， 年

間降水量は2,000mm前後で、あるが，調査地周辺は，

市街より降水量が多い傾向にある。

調査方法

野外における植生調査は， Braun-Blanqu巴t( 1964) 

による植物社会学的な手法に基づいて， 1996年6

月から10月にかけて実施した。調査区は，

比較的均質な相観を持つ植分について，

それぞれの群落に応じた大きさで設定し，

出現する全種類の植物について，階層別

に，全推定法による総合優占度，群度を

記録した。さらに，各調査地の海抜高，

斜面方位，傾斜角度などの立地条件を測

定，記録した。得られた植生調査資料は，

パーソナルコンピュータによる表操作プ

ログラム（鈴木ほか， 1985を改変）を用い，

素表，常在度表等に組み替え，他地域よ

り報告されている類似群落の資料と比較

検討し，植生単位を決定し，群集表を作

成した。なお，植生調査地点を図 1-B 

に示した。
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図l A：調査地位置図， B：植生調査地点位置図
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調査結果および考察

野外調査により得られた植生調査資料

は，断片的なものや植林も含め，以下の



7個の植生単位にまとめられた。

A.ヤブコウジースダジイ群集

ヤブコウジースダジイ群集は，スダジイやヒイ

ラギ，ヤブニッケイ，イヌマキ，アリドウシ，オ

オイタチシ夕、、，イタピカズラ，ウラジロガシをf票

徴種および区分種としてまとめられた群集である

（表 1）。本群集は，鈴木 ・蜂屋（1951）により伊豆

半島より原記載された群集である。藤原（1990）は，

アカガシ シラカシ群団の標徴種群を標徴種に，

スダジイやウラジロガシ，ヒイラギ，アリドオシ，

シュンラン，ヤマイタチシダなどの種群を区分種

とし，藤原（1981）は， イノデータブノキ群集に対

する区分種として，スダジイやウラジロガシ，ヒ

イラギ，アリドオシ，シュンラン，イヌマキを，

シラカシ群集に対する区分種として，イヌマキや

イタピカズラ，ヤブニッケイ，オオイタチシダ，

マルパグミをあげている。本報告では，これらを

総合し，上述の標徴種群により本群集にまとめた。

今回の調査で記録された林分は，高さ14～2lmで，

3層または4層構造である。林冠はスダジイに被

われるが， 一部の林分では，ヤマザクラやハリギ

リなどの夏繰広葉樹も林冠を形成している。下層

には，上述の標徴種群のほか，ヒサカキやアオキ，

トベラなどの常緑低木，ナガパジャノヒゲやベニ

図2 ヤブコウジ スダジイ群集外観
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シダ，マンリョウ，オニドコロなどが生育する。

出現種数は21～33種で，平均26.3種である。

ヤブコウジ スダジイ群集は，本調査地の気候

的な極相群落であると考えられ，乾燥した尾根部

や，土壌の堆積が薄い急斜面地にも生育している

（図2）。また，常緑広葉樹林帯の渓谷林としては，

ケヤキやイロハモミジなどの夏緑広葉樹が優占す

るイロハモミジーケヤキ群集が知られるが（藤原，

1986ほか），今回の調査では記録されなかった。

イロハモミジーケヤキ群集は，シラカシ群集や今

回報告したヤブコウジ スダジイ群集などの常緑

広葉樹林の成立が制限される，より湿潤で，土砂

移動の激しい不安定立地や岩角地に成立する。そ

の意味では，ヤブコウジースダジイ群集にまとめ

られた林分の成立している今回の調査地は， 一見

急峻で、はあるが，比較的中庸な立地であると考え

られる。

B. タマアジサイーフサザクラ群集

タマアジサイ ーフサザクラ群集は，フサザクラ

やタマアジサイを群集標徴種および区分種として

まとめられた群集である（表2）。 本群集は，宮脇

ほか（1964）により丹沢山地より記載された群集で

ある。大野（1990）は，タマアジサイやチドリノキ，

ウリノキ，ミヤマハハソを標徴種および区分種と



し，その生育立地は，ブナクラス域下部の渓流沿

いであるとし，大野（1986）は，フサザクラ林が，

人為的な干渉を受けやすい渓谷に発達する，先駆

的な2次林の性格を持つことも改めて指摘してい

る。また，大場・菅原（1980）は，タマアジサイ

フサザクラ群集は，ブナクラスの湿生林の構成種

を多く伴うことから，ブナクラスの植生単位とし

て扱われるが，それらの植分は群落の退行相で，

本群集の本質は，先駆的な植分にあるとし，ノイ

バラクラスの植生単位として扱っている。本調査

地は，ヤブツバキクラス域に位置し，今回の調査

で得られた資料においても，チドリノキやウリノ

キを欠いている。しかし，海抜高は低いものの，

渓流沿いという生育立地や，フサザクラやタマア

ジサイを含むこと，周辺にはウリノキやジュウモ

ンジシダ，ミヤマハハソが生育することから，タ

マアジサイ ーフサザクラ群集としてまとめた。調

査された林分は，キブシやクサギ，イヌピワなど，

後述のクサイチゴ タラノキ群集やその上級単位

の標徴種群を含むことから，先駆的な性格が強い

ものであることが推察される。

今回の調査で記録された林分は， 高さ5～ 6m

で， 2層または3層構造である。林冠はフサザク

ラやミズキ，キフシ，エンコウカエデなどで形成

され，下層には，フユイチゴやテイカカズラ，＼

ゾシダ，コクサギなどが生育する。

c.ケヤキーミズキ群落およびイヌシデ ミズキ
群落

ケヤキ ミズキ群落は， 高木層にケヤキやクマ

ノミズキが優占し，コクサギを含むことで，イヌ

シデーミズキ群落は，高木層にミズキやイヌシデ

が優占することで，それぞれ区分された（表3）。

ケヤキーミズキ群落については，林床にコクサギ

が優占することから，コクサギーケヤキ群集に含

めることも検討したが，コクサギ ケヤキ群集を

特徴づける，イチリンソウやニリンソウ，セント

ウソウなどの，春に開花する地中植物を欠くこと

から，別の植生単位として扱った。

これら 2つの植生単位は，人為的な影響を強く

受けたと思われる林分から得られた植生調査資料

から区分されたものであり，人為影響下から回復

途上にある断片的な植物群落であると考えられる。

また，関東地方沿岸部のコナラを主体とする 2次

林の大部分は，オニシパリーコナラ群集にまとめ

られるが，コナラや標徴種群を欠いたり，ミズキ
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やムクノキなどが優占するイヌピワーミズキ群落

やムクノキーミズキ群落 コナラ イイギリ群落

などが報告されている（宮脇ほか， 1972；奥富ほ

か， 1987ほか）。今回，報告したケヤキーミズキ

群落とイヌシデ ミズキ群落も，それらと同質の

ものである考えられ，今後の検討が必要である。

なお，ケヤキーミズキ群落およびイヌシデ ミズ

キ群落は，田中（1997）では，ヤブコウジ スダジ

イ群集に含めて報告された。

D クサイチゴ タラノキ群集

クサイチゴ タラノキ群集は，キブシやカラス

ザンショウ，ヌルデ，アカメガシワなどの種群を

群集標徴種および区分種としてまとめられた群集

である（表4）。 本群集は，宮脇ほか（1971）により

逗子市より記載された群集である。大野（1990）は，

クサギやネムノキ，ヌルデ，キブシ，カジノキ，

クサイチゴ，ヌルデなどの種群を標徴種および区

分種とし，その生育立地は，ヤブツバキクラス域

の沢沿いの崩壊斜面や道路法面などの不安定な場

所で，スダジイ林やタブノキ林などの人為影響下

において成立する代償植生であり，遷移途上にあ

る植物群落であるとしている。また，鈴木・宮脇

( 1986）は，本群集は，特別な標徴種群を持たない，

その上級単位であるクサギ アカメガシワ群団の

典型部にあたるとしている。ここでは，上級単位

であるクサギーアカメガシワ群団やイヌピワーア

カメガシワオーダーの標徴種群も含め，クサイチ

ゴータラノキ群集を区分した。

今回の調査で記録された林分は，植生高 7m

（表4通し番号 1）および＇18m（表4通し番号2）の

もので，それぞれの林分で群落構造はかなり異な

る。通し番号2の林分は， 高木第1層に，カラス

ザンショウのほか，スダジイやクスノキなどが生

育しており，かなり遷移の進行した林分である。

林冠には，上述の種群のほか，ミズキが多く，下

層には，ホンモンジスゲやヤプラン，シオデなど

のほか，アオキやヒサカキなどの常緑低木も多い。

これらの林分は，放置された造成地および崖上の

崩壊跡地に成立していた。

E.スギ、・ヒノキオ本

スギ・ヒノキ林は，スギ・ヒノキの植林地で，

植栽種であるスギやヒノキのほか，ミゾシダやア

オキ，テイカカズラ，ノササゲなどの常在度が高

い（表5）。



今回の調査で記録された林分は，高木層の高さ

13～18m，植被率80～95%である。林冠はほとん

ど密閉されており，下層には，アオキやヒサカキ

などの常緑低木のほか，テイカカズラやフユイチ

ゴ，ヤブコウジ，ヤプランなどの常緑藤本，小低

木，草本が多い。調査区数が少なく，はっきりし

た傾向は出ないが，林床は，人為的管理の程度や

生育立地の環境により，低木層や草本層の被度，

出現種数が大きく異なる。人為的な管理が厳しく

行われている林分では，低木層や草本層の被度が

少なくなる傾向があり， 生育立地が谷筋などの湿

生環境であったり，林道などの開放域に接近して

いたり，撹乱などにより林冠の密閉度が低い林分

では，出現種数が多くなる傾向がある。

F マダケ林

マダケ林は，マダケの植林地で，植栽種である

マダケのほか，逸出したタイサンボクがみられた

（表6）。

今回の調査で記録された林分は，高木層の高さ

7m，植被率100%で，植生高は低いものの，林

冠はほとんど密閉している。低木層の植被率は10

%，草本層の植被率は 5%で，上述のタイサンボ、

クのほか，アオキやヒサカキ，コクサギなどが生

育している。出現種数は， 11種と少ない。

おわりに

本報告では，小田原市入生田の菩性沢に沿った

地域の森林群落について報告した。調査地域から

は，ほほ自然状態に近いヤブコウジ スダジイ群

集にまとめられた常緑広葉樹林から，クサイチゴー

タラノキ群集にまとめられた遷移途上にある夏緑

広葉樹林，スギ・ヒノキの植林など，多様な森林

群落が記録された。本報告が，今後の生命の星 ・

地球博物館の各種事業の参考になるとともに，地

域の自然史の解明と記録の一助となれば幸いであ

る。

摘要

小田原市入生田の吾性沢に沿った地域の植物群

落のうち，森林群落について報告した。記録され

た植物群落は，ヤブコウジースダジイ群集，タマ

アジサイーフサザクラ群集，ケヤキ ミズキ群落，

イヌシデ ミズキ群落，クサイチゴータラノキ群

集，スギ・ヒノキ林，マダケ林の7植生単位であ

る。
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表1 ヤブコウジ スダジイ群集群集表

Tab！巴 1. Association table of Ardisio-Castanopsi巴tumsi巴boldii.

調査面積（rrf) 
海抜高（m)
斜面方位
斜面傾斜（。）
高木第 1層の高さ（m)
高木第 1層の植被率（%）
高木第2層の高さ（m)
高木第2層の植被率（%）
低木層の高さ（m)
低木層の植被率（%）
革本層の高さ（m)
革本層の植被率（%）
出現穂数

群集襟1数種・区分種
ズダジイ Tl 

T2 
s 
H 

ヒイラギ T2, S 
H 

ヤフ守ニッケイ T2,S 
イヌマキ H 
アリドオシ H 
オオイタチシダ H 
イタビカメラ H 
ウラジロガシ T2 
上級単位の種
アオキ

通し番号
調査番号

調査年月日

ヒサカキ

ナガバジャノヒゲ
カヤ
テイカカズラ
ベニシダ
マンリョウ
キチジョウソウ
ヤブツバキ
トベラ
サネカズラ
シキミ
タブノキ

随伴穏
エンコウカエデ
イヌピワ

モミ
ミズキ
ツノレグミ
ハコネダケ
ミツバアケビ
ヒメユズリハ

コ－フ

ケ
司
ク

ン

タ
ド
ザ
テ
ネ

メ
ニ
マ
ン
ピ

ス
オ
ヤ
ナ

エ

1 2 3 4 Relev品referencenumber 
IR IR IR IR Original releve number 
10 12 13 11 
1996 1996 1996 1996 Releve date 
10 10 10 10 
23 23 23 23 
150 270 210 360 Releve size 
156 198 210 160 Altitude 
SSW SW SE SSW Aspect 
10 30 20 5 Inclinat10n 
14 16 21 16 Height of tree layer 1 
80 90 90 90 Cover of tree layer 1 
7 - 11 8 Height of tree layer 2 
30 20 10 Cover of tree layer 2 
2 6 4 4 Height of Shrub layer 
5 20 20 40 Cover of Shrub layer 
0.2 0.3 0.5 0.2 Height of Herb layer 
8 8 5 10 Cover of Herb layer 
21 26 33 25 Nunber of species 

4・4 5・5 4・4 5・4
1・2 1・2 1・2
+・2 +・2 2・2
＋ ＋ +・2 ＋ 
＋ ＋ 
＋ ＋ ＋ 
1・1 ＋ 
＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 
＋ ＋ 

＋ 
＋ 

(;hFlrFld<'r Flnrl rlifforAnti:i l ~nAr.iA只 of ＂~~
Castanopsis sieboldii 

Osmanthus herophyllus 

Cinnamomum japonicum 
Podocarpus macrophyllus 
Damnacanthus indicus 
Dryopteris hikonensis 
Ficus oxyphylla 
Cyclobalanopsis saliαna 
Ch:irF1r.t.Ar ~nAr.iA只口funnAr unit.R 
Aucuba japonica T2 ＋・2

s ＋・2 1・2 2・3
H ＋ +・2 
T2 1・2 1・2
S,H ＋ 1 ・2 1・2
H ＋・2 ＋・2 ＋・2
S,H ＋ ＋ ＋ 
T2,H ＋ +・2 
H ＋ 1・2
H ＋ ＋ 
H ＋・2
T2, S ＋ 
T2, S ＋ ＋ 
H ＋ ＋ 
s 1・2
s 1・1

2・3
＋・2
Eurya japonica 

Tl 1・1 1・1
T2, H 2・2 ＋ 
s ＋ ＋ 
T2. s l.:1 ＋・2
Tl 1・1 
H ＋ 
S,H ＋・2
H ＋ 
T2 
s ＋ 
H ＋ 
H ＋ 
Tl 
H 
H 

1・2
1・2 Ophiopogon ohwii 
+ Torre戸 nucifera
+・2 Trachelospermum asiaticum var. intermedium 
+ Dryopteris erythrosora 
+ Ardisia crenata 
十・2 Reineckia earn ea 
lニ2. Camellia japonica 
f主ttosporumtobira 
Kadsura japonica 
刀'liciumamsatum 
Machilus thunbergii 
r.omn:inrnn snAr.iAs 

1・2 ・ Acermono var. marmoratum 
＋・ Ficuserecta 

＋ Abies firma 
1・1 2・2 Corn us controversa 
＋ ＋ Elaeagnus glabra 
＋ Pleioblastus chino var. vaginatus 
＋ Akebia trifolia ta 

1・2 Daphniphyllum teijsmannii 
1・2
+・2 Sasamorpha borealis 
＋ Dioscorea tokoro 
1・1 1・1 Prunus jamasakura 
＋ ＋ Nandina domestica 
＋ ＋ Calanthe discolor 

出現 1回の種 Additionalspecies occuring once in releve reference no・1：カゴノキ LitseaJar;cifolia 
T2-1・I，ミゾシダ Leptogrammamollissima H－＋・2，シ7カシ Cydobalanopsismyrsinaefolia H-+; 
no.2：マノレバウツギ Deutziascabra S-+, H－＋，タチシノブ Onych1umjaponicum H-+; no.3：ハリギリ
Kalopanax pictus Tl-2・l，クロガネモチ Ilex、rotundaTl-2・1，イヌシデ Carpinus tschonoskii H－＋，ツ
／レウメモドキ Celastrusorbiculatus H－＋， アブラチャン Linderapraecox H－＋，フジ Wぅ・steriaβoribunda
H・＋，ミヤマシキミ Skimmiajaponica H-+; no.4: クマノミズキ Cornusmacrophylla Tl-1・1，アラカシ
Cyclobalanopsis glauca S・＋， H－＋， クスノキ Cinnamomumcamphora Tl-+, H－＋，ホオノキ Magnolia
obovata Tl・＋， アカメガシワ Mallotusjaponicus H・＋．
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表2 タマアジサイーフサザクラ群集群集表

Tab I巴2. Association table of Hydrangeo involucratae Eupteleetum polyandrae. 

通し番号
調査番号

調査年月日

調査面積（ni)
海抜高（m)
斜面方位
斜面傾斜（。）
高木層の高さ（m)
高木層の植被率（%）
低木層の高さ（m)
低木層の値被率（%）
草本層の高さ（m)
草本層の植被率（%）
出現穏数

群集標徴種・区分種
フサザクラ

タマアジサイ

随伴種
ミズキ
ホンモンジスグ
キブシ
フユイチゴ
エンコウカエデ

1 2 
IR IR 
6 8 
1996 1996 
8 8 
23 23 
24 48 
150 156 
NNE 
20 L 
6 
80 

5 1.5 
80 20 
0.3 0.2 
40 40 
54 36 

Releve reference number 
Original releve number 

Releve date 

Releve size 
Altitude 
Aspect 
Inclinat1on 
Height of tree layer 
Cover of tree layer 
Height of Shrub layer 
Cover of Shrub layer 
Height ?,f Herb layer 
Cover of Herb layer 
Nunber of species 

一一一一一－ ChRr丹市r:rnrl rliffrer•mt.ial 8DP.~iP.8 of R88 
T ト 4・4I Euptelea polyandra 
s 12・2 ・l
S I + ・ I Hydrangea involucrata 
H I ＋・ ｜

(;omnRmon只DP.C.lP.8
Corn us controversa 
Carex pisiformis 
Stachyurus praecox 
Rub us b百ergeri
Acer mono var. marmoratum 

n
z
q
u
n
L
q
u
n
L
D
L
n
L
O
L
O
L
E
L
 

1

．1

．li
l

l

－

＋

＋

！

・

・

＋

＋

・

一
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

1

2

1

2

1

1

＋

＋

＋

一＋

4
一3
3ム
2

2一

2
2
2
2
1一1

1

了
一
－
一
・
・

一
・
・
・
一
・
・
・
一
・
＋
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
一
＋
＋

R
U
E
Z
9告
官
I

1ム
－

t
I
咽

1
一

一

S
H
S
H
S
H
S
S
H
H
S
S
H
S
H
H
H
H
H
H
H
瓦
H
H

E

－－

T

T

三

3

J

ウ
J
ヨシン

ワ

刀

イ

ナ

ピ

／

／

サ

：

ン

穴

ガ
ギ
：
プ
ジ
、
ザ
庁
向

メ
サ
ゲ
ウ
ピ
ア
ア
仰
ギ
〈
デ

カ
ク
ク
ユ
ケ
マ
イ
羽
ツ
ル
ノ

ア
コ
ド
シ
ア
ヤ
タ
ミ
ウ
ミ
イ

ヤマグワ
クマノミズキ
テイカカズラ
ミゾシダ
クサギ
イヌピワ

Morus australis 
Corn us macrophylla 
Trachelospermum asiaticum var. intermedium 
Leptogramma mollissima 
Clerodendrum trichotomum 
Ficus erecta 

Mallotus japonicus 
Orixa japoni.ι・a
正{outtuyniacordata 
Rhynochosperm um verticilla tum 
Akebia qumata 
Hydrangea serrata 
Cirsium nipponicum var. 1冶comptum 
Arisaema limbatum 
Deutzia crenata 
Akebia trifoliata 
Polystichum polyblepharum 

出現 l回の種 Additionalspecies occuring once in releve reference no.l：ヒメヤブラ
ン Liriopeminor H-1・2，キヅタ Hederarhombea H-1・2，キパナアキギリ Salvia
nipponica H-1・2，イヌザンショウ Zanthoxylumschinifolium S-1・I，エノキ Celtis
sinensis var. japonica S・1・l，ヤマザクラ Prunusjamasakura S-1・1，アカショウマ
Astilbe thunbergii H－＋・2，オクマワラビ Dryopterisuniformis H－＋・2，ナガパジャJ
ヒグ Ophiopogonohwii H－＋・2，イヌショウマ 凸micifugajaponica H－＋・2，ヤマノイモ
Dioscorea japonica S－＋・2,H－＋，オニドコロ Dioscoreatokoro S-+, H・＋， コゴメヤナギ
Salix serissaefolia S－＋，アオキ Aucubajaponica S－＋，ホウチャクソウ Disporum
sessile H・＋， ハンショウヅノレ Clematisjaponica H－＋，ウラジロガシ Cyclobalanopsis
salicina H・＋，ウマノミツバ Saniculachinensis H－＋，カノツメソワ Spuriopimpinella
calycina H・＋，ヤマホトトギス Tricyrtis macropoda H・＋，モミジイチゴ Rubus 
palmatus var. coptophyllus H－＋，ヤマカモジ Brachypodiumsylvaticum H・＋，ミズ
ヒキ AntenoronβliformeH・＋，ツノレニンジン Codonopsislanceolata H・＋，フモトシダ
Microlepia marginata H－＋，イヌワラピ Athyriumniponicum H－＋， コノ〈ノガマズミ
わ》urnumerosum var. punctatum H－＋， シロヨメナ AsterleioP_hyllus H－＋，オオツ
ヅラフシ Sinomeniumacutum H-+; no.2：ヌルデ Rhusjavanica var. roxburf[hii 
T・1・ 1, S-1・2,H－＋・ 2，ウワミズザクラ Pr11nusgrayana S・1. 1，カ ラス予リ
Trichosanthes cucumeroides H－＋・2，アマチャヅノレ Gynostemmapentaphylla H・＋・
2，ケヤキ Zelkovaserrata T－＋，オニグ、ノレミ Juglansmandshurica ssp. sieboldiana 
T－＋， ヒサカキ Euryajaponica S－＋，ネムノキ Albiziajulibrissin S－＋，ハリギリ
Kalopanax pictus S－＋，ヤプラ ン Liriopeplatyphylla H－＋， ケチヂミザサ
Oplismenus undulatifolius H・＋，スギ Cryptomeria;aponica H－＋，オオパノイノモト
ソウ Pteriscrica H-+. 
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表3 ミズキ林群落表

Tat！巴3. Community table of Camus controversa forest 

A：ケヤキミズキ群落 Zelkovaserrata-Cornus controversa community 
B：イヌシデミズキ群落乙：arpinustschonoskii・Cornus controversa community 
群落区分 A B Corn~ur~1:r type 通し番号 5 6 Rele ence number 
調査番号 IR IR Original releve number 

14 19 
調査年月 日 1996 1996 Releve date 

20 10 
23 23 

調査面積（rr?) 96 180 Releve size 
海抜高（m) 250 210 Altitude 
斜面方位 NE NE Aspect 
斜面傾斜（。） 10 10 I且clinat10n
高木第 1層の高さ（m) 18 18 
高木第 1層の植被率（%） 90 80 

Height of tree layer-1 
Cover of tree layer-1 

高木第2層の高さ（m) 10 Height of tree layer-2 
高木第2層の植被率（%） 40 Cover of tree ~~er-2 
低木層の高さ（m) 3 3 Height of Shr layer 
低木層の植被率（%） 60 50 Cover of Shrub layer 
草本層の高さ（m) 0.2 0.2 Height of Herb layer 
草本層の値被率（%） 40 20 Cover of Herb layer 
出現種数 42 32 Nunber of species 

群落区分種 lliffur.ential speci邑EQfc.um 
ケヤキ

TFト上i：引到. 2: リ
Zelkova serrata 

コクサギ Orixa japonica 
クマノミズキ Tl Corn us macrophylla 

ミズキ Tl 2・21日I：・： ~： Corn us controversa 
T2 ・

イヌシデ Tl ・ Carpinus tschonosk刀
随伴種 Companion只pecies
アオキ s 3・3 3・3 Aucuba japonica 

H ＋ +・2 
ナガパジャノヒク宝 H 3・3 1・2 Ophiopogon ohwii 
エンコウカエデ Tl, T.2 3・3 ＋ Acer mono var marmoratum 

H ＋・2
オオパジャノヒゲ、 H 2・3 1・2 Ophiopogon planiscapus 
シロダモ s 2・3 1・2 Neolitsea sericea 
ズダジイ Tl 2・2 2・2 Castanopsis sieboldii 

T2, H ＋ 1・1
ヤブニッケイ s 1・2 ＋ Cinnamomum japonicum 

H ＋ 
ヒサカキ s ＋・2 1・2 Eurya japonica 
テイカカズラ H ＋・2 ＋・2 Trachelospermum asiaticum var. intermedium 
ヤプラン H ＋・2 ＋・2 Liriope platyphylla 
ヒイラギ s ＋ Osmanthus herophyllus 

H ＋ ＋ 
ツノレグミ s ＋ Elaeagnus glabra 

H ＋ ＋ 
ミヤマシキミ S,H ＋ ＋ Skimmia japonica 

H ＋ 
ヤブコウジ H ＋ ＋ Ardisia japomca 

出現 1回の種 Additionalspecies occurin_g once in relev品referenceno. l: アブラチャン
Lindera praecox S-1・2,H ＋・2，ハリギリ Kalopanaxpictus Tl-1・I，フジ Wisteria
floribunda S－＋・2，ミツバアケビ Akebiatrifoliata H－＋・2，イヌマキ Podocarpus
macrophyllus S-+, H ＋，オオイタチシダ Dryoptei-ishikonensis H－＋，オニドコロ
Dioscorea tokoro H・＋，カヤ Torreyanucifera S－＋，ナンテン Nandinadomest1白 H-+,
シラカシ Cyclobalanopsismyrsinaefolia S-+, H ＋，ツノレワメモドキ Celastrus 
orbiculatus H－＋，アラカシ Cyclobalanopsis glauca S－＋，ミツバウツギ Staphylea
bumalda S・＋，H・＋，ムラサキシキブ Callicarpa japonica S－＋， チャノキ Camellia 
sin en sis S・＋， H－＋，ウワミズザクラ Prunusgrayana S-+, H－＋，シオデ Smilaxi-iparia 
var. ussuriensis H－＋，へクソカズラ Paederiafoida H・＋，コナラ Quercusserrata H・＋，
サンショウ ZanthoxylumpiperitumH－＋，アマチャヅノレGynostemmapentaphylla H-+, 
ツタ Parthenocissustricuspidata H－＋， サイノ、イラン Cremastraapl?end1culata H・＋；
ロo.2：スギ Cryptomeriajaponica T2-2・2,S-1・2，ゴンズイ Euscaph1sjaponica T2・＋，
ヒノキ Chamaecyparisobtusa T2-l・2，キヅタ Hederarhombea T2ー＋，H－＋・2，イヌガヤ
Cephalotaxus harringtonia S－＋， キブシ Stachyuruspraecox S－＋，イヌツグ Ilex
crenata H－＋， ノササグ Dumasiatruncata H－＋，ヤマグワ Marusaustralis H－＋，クロモ
ジ Linderaumbellata H－＋， ウラジロガシ Cyclobalanopsissalicina H－＋， ベニシダ
Dryopteris erythrosora H－＋，スズタケ Sasamorphaborealis S－＋・2，サネカズラ
K且dsurajaponica H・＋，ヤマザクラ PrunusjamasakuraTl-1・1目
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表4 クサイチゴータラノキ群集

Tab！巴4. Association table of Rubo hirsuti-Arali巴印m

通し番号 1 2 
調査番号 IR IR 

16 20 
調査年月 日 1996 1996 

10 10 
23 23 

調査面積（ni) 40 64 
海抜高（m) 256 210 
斜面方位 L NE 
斜面傾斜（。） 25 
高木第 1層の高さ（m) 18 
高木第 1層の植被率（%） 60 
高木第2層の高さ（m) 7 9 
高木第2層の植被率（%） 80 40 
低木層の高さ（m) 2 3 
低木層の植被率（%） 40 40 
草本層の高さ（m) 0.3 0.2 
草本層の構被率（%） 40 5 
出現種数 52 28 

群集標徴種・区分穫
キブシ T2 

s 
カラスザンショウ Tl宝Z
ヌルデ T2 
アカメガシワ

H + 
随伴種
ミズキ T2 3・3 1・2

s 1・2
ホンモンジスゲ H 3・4 ＋ 
アケビ s ＋・2 ＋ 

H 2・3
ヤブラン H ＋・2 ＋・2
ナガパジャノヒゲ 日＋・2 ＋・2
アオキ s 2・3

H ＋ 
クズ S，瓦 ＋ 1・2
スダジイ Tl 2・2

T2, S ＋ 2・2
ヒサカキ T2 1・2

s ＋ +・2 
ムラサキシキブ T2, S ＋ l ・ l 
サルナシ S,H ＋ +・2 
シオデ 日 ＋ ＋ 

キヅタ 日 ＋ ＋ 

シロダモ s ＋ ＋ 

Releve reference number 
Original releve number 

Releve date 

Releve size 
Altitude 
Aspect 
Inclinat10n 
Height of tree layer-1 
Cover of tree layer-1 
Height of tree layer-2 
Cover of tree layer-2 
Height of Shrub layer 
Cover of Shrub layer 
Height of Herb layer 
Cover of Herb layer 
Nunber of species 

r.harlldρr :incl rl i ffP.rP.nt.i~ ］ ~nP.~iP.~ of a~~ 
Stachyurus praecox 

Zanthoxylum ailanthoides 
Rh us javanica var. roxburghii 
Mallotus japonicus 

r.omn~rnon 只ner.1P.R

Corn us controversa 

Carex pisiform1s 
Akebia quinata 

Liriope platyphylla 
Oph10pogon ohwii 
Aucuba japonica 

Pueraria Jobata 
Castanopsis sieboldii 

Eurya japonica 

Callicarpa japonica 
Actinidia arguta 
Smilax riparia、rar.ussuriensis 
Hedera rhombea 
Neolitsea sericea 

出現 1回の種 Additionalspecies occuring once in releve reference no.1：アズ
マネザサ Pleioblastuschino S-2・3，モミジイチゴ Rubusf!almatus var 
coptophyllus S-1・2,H-1・2，オオパジャノヒグ、 Ophiopogonplamscapus H-1・2,
クマノミズキ Cornusmacrophylla T2-l・2,8－＋・2，イヌザンショウ Zanthoxylum
schinifolium T2 1・2,8－＋・2，ガマズミ防・"burnumdilatatum S-1 ・ l, H－＋，ノイバ
ラ Rosamultiflor.百 8－＋・2，ススキ Miscanthussinensis 8－＋・2，ヤブコウジ
Ardisia japonica H－＋・2，へクソカズラ Paederiafoida H－＋・2，ヤマグワ Jylor'!s
a口stralisT2-+, 8-+, H－＋，ヤマザクラ Prunusjamasakura T2-+, H－＋，ゴンズイ
Euscaphis japonica T2－＋，エノキ Celtissinensis var. japonica 8－＋，マユミ
Euonymus sieboldianus 8－＋，イロハモミジ Acerpalmatum 8-+, H－＋，サネカメ
ラ Kadsurajapom白 H－＋，アブラチャン Linderapraecox 8－＋，オニドコロ
Dioscore且 tokoroH－＋，コゴメウツギ Stephanandraincisa H－＋，ウツギ Deutzia
crenata H－＋，ハエドクソウ Phrymaleptostachya var. asiatica H－＋，ミツバアケ
ビ Akebiatrifoliata H－＋，サイハイラン Cremast;aappendiculata H－＋，オオハ
ナワラビ Sceptn・diumjaponicum H－＋，タイアザミ Cirsiumnipponicum var. 
incomptum H－＋， オオパウマノスズクサ Aristolochiakaempferi H・＋，ヤブ〉ニッケ
イ Cinnamomum japonicum H－＋，エンコワカエデ Acermono var 
marmoratum H司＋，ニガイチゴ Rubusmicrophyllus H－＋，イボタ Ligustrum
obtusifolium H ＋，コパノガマズミ防burnumerosum var. punctatum H－＋，ア
マチヤヅノレ Gynostemmapentaphylla H-+; no.2：田 クスノキ 0・nnamomum
camphora Tl-2・I，スギ Cryptomeriajaponica T2・1・1，イタヤカエデ Acer
mono var. marmoratum T2-l・I，イヌビワ Ficuserecta 8－＋・2,H－＋， ヒメコウゾ
Broussonia kazinoki 8－＋・2，フジ陥＂steriafloribund.且 H－＋，ホウチャクソウ
Disporum sessile H－＋，ドクダミ Houttuynia cordata H－＋，シュロ
Trachycarpus fortunei H－＋，ハンショウヅノレ Clematisjaponica H－＋， ノササゲ
Dumasia truncata H－＋，クマワラビ Dryopterislacera H-+. 
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スギ・ヒノキ林群落表

Table 5 . Community table of Cryptomeria japonica-Chamaecyparis obtusa for巴st

表5

Relev品referencenumber 
Original releve number 

Releve date 

Releve size 
Altitude 
Aspect 
Inclina t10n 
Height of tree layer 
Cover of tree layer 
Height of Shrub layer 
Cover of Shrub layer 
Height of Herb layer 
Cover of Herb layer 
Nunber of species 

1 2 3 4 
IR IR IR IR 
18 17 9 7 
1996 1996 1996 1996 
101010 8 
23 23 23 23 
120 300 300 225 
207 230 14 7 160 
NE NNE SW N 
3 20 15 15 
18 17 13 13 
80 90 95 90 
1.5 2 1.2 1 
5 10 20 40 
0.3 0.2 0.4 0.3 
60 40 70 80 
36 20 56 36 

通し番号
調査番号

調査年月日

調査面積（rrf) 
海抜高（m)
斜面方位
斜面傾斜（。）
高木層の高さ（m)
高木層の植被率（%）
低木層の高さ（m)
低木層の植被率（%）
草本層の高さ（m)
草木層の植被率（%）
出現種数

p],,nt.ati口nn],,nts 
Cryptomeria japonica 
r Chamaecyparis obtusa 
，日什1nan10n~nρ＂ i P.8 

Leptogramma mollissima 
Aucuba japonica 

Houttuynia cordata 
Trachelospermum asiaticum var. intermedium 

Dumasia truncata 
Ophiopogon ohwii 
Carex pisiformis 
Microlepia marginata 
Rubus buergeric 
Orixa japonica 
Astilbe thunberf!ii 
Eurya japomca 

Osmunda japonica 
Dryop_teris erythrosora 
Ardis1a japonica 
Lindera praecox 

Phryma leptostachya var. asiatica 
O]Jli・smenusundulatifolius 
Liriope platyphylla 
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植栽種
スギ
ヒノキ

随伴種
ミゾシダ
アオキ

ドクダ、ミ

テイカカズラ

ノササゲ
ナガパジャノヒグ
ホンモンジスゲ
フモトシダ
フユイチゴ
コクサギ
アカショウマ
ヒサカキ

ゼンマイ
ベニシダ
ヤブコウジ
アブラチャン

ノ＼エドクソウ
ケチヂミザサ
ヤブラン
ミツバアケビ
マノレパウツギ
クサマオ
オオバジャノヒグ
ヤマアジサイ
マツカゼソウ
キチジョウソウ
イヌビヲ
オオパウマノスズクサ
ツノレグミ

Hvdramrna invol1!craia S・1・2 リョウメンシダ、 Arachniqdes占t'_}ndi.品iiH-i・2，ミズキ Cornuscontrove~sa 
s:1・1，乎マホトトギス Tricyrtismacropoda H－＋・2，コゴメウツギ Stephanandrainαsa S-+, H－＋， オニグ、ル
ミJuglansmandshurica ssp. sieboldiana S－大ヒメガンクピソウ Carpesiumrosulatum H－＋，シュウブンソ
ウ Rhynochospermumverticillatum H－＋， スダジイ CastanOf!Sissieboldii H－＋，ウマノミツバ Sanicula
chinensis H－＋， コクラン Liparisnervosa H－＋，ムラサキニガナ Lactucasororia H-+. 
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表6 マダケ林群落表

Tab I巴6. Community table of Phyllostachys bambusoides forest 

通し番号 1 Releve reference number 
調査番号 IR Original releve number 

21 
調査年月日 1996 Releve date 

10 
23 

調査面積（rd) 25 Releve size 
海抜高（m) 252 Altitude 
斜面方位 L Aspect 
斜面傾斜（。） Inclination 
高木層の高さ（m) 7 Height of tree layer 
高木層の植被率（%） 100 Cover of tree layer 
低木層の高さ（m) 3 Height of Shrub layer 
低木層の植被率（%） 10 Cover of Shrub layer 
草本層の高さ（m) 0.3 Height of Herb layer 
草本層の植被率（%） 5 Cover of Herb layer 
出現種数 11 Nunber of species 

植栽種 E三亙ヨ Plan削 ion旧叩n町1p凶la制n叫1此t 
マダケ Tl Phyllostachys bambusoides 
随伴種 CQmpaniQn spesies 
タイサンボク Tl 1・1 Magnolia grandiflora 

s 1・2 
アオキ s 1・2 Aucuba japonica 

H ＋ 
ヒサカキ s 1・1 Eurya japonica 
コクサギ s ＋・2 Orixa japonica 
ナガパジャノヒゲ H +・2 Ophiopogon oh wii 
イヌピワ s ＋ Ficus erecta 

H ＋ 
ウラジロガシ s ＋ Cyclobalanopsis salicina 
ベニシ夕、 H ＋ Dryopteris erythrosora 
アブラチャン H ＋ Lindera praecox 
オオパジャノヒゲ H ＋ Ophiopogon planiscapus 
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